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もうひとつの風景 
―京都市北白川幼稚園遊戯棟新築計画― 
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 I was wondering about the way the building has now put the absolute value of abstraction and 
rationality. By providing a constraint on people, these are the building are deprived of contact with 
nature and the human senses.  
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１． はじめに 
(１)奪われた感覚 
合理性や抽象性に絶対的価値を置いている今の建築の
あり方に疑問を抱いていました。 
絶対的価値によってつくられた建築は、無理やり人と
の生活に結び付けられています。 
これらの建築に住まうことで、人の自然を身体で敏感
に感じる能力や、何もない場からも空間を生み出す想像
力が失われて、感覚そのものが建築によって奪われてい
るように感じられるのです。 
 
(２)幼稚園 
特に感受性の高い子供たちがいる幼稚園は、その感覚
を伸ばすべき建築であるにもかかわらず、絶対的価値に
よって生まれた空間で生活をしている状況となっていま
す。 
本来ならば子供たちの原風景となりえる幼稚園が、こ
のような建築で生活をしてしまうと、感覚を奪われた子
供たちが大きくなって大人になったとき、本当になにも
感じなくなってしまっているのではないだろうかと危惧
すら感じます。 
 
(３)合理性と抽象性 
合理性や抽象性に絶対的価値を置くようになったのは、
モダニズム以降だと考えられます。柱は合理的に配置さ
れ窓や壁は内外をへだてる機能として特化し、設備や家
具といった限られた要素以外は人と接することができな
いようになっています。 
さらにプロポーザルコンペなど、メディアによって建
築の優劣を問うようになり、他者への意志疎通を第一に
考えるがあまり、建築における抽象性やコンセプトモデ
ルと空間の一致が絶対的価値となってしまっています。 
本来、人と自然を繋ぐ役割は、柱や壁や窓や屋根とい
った建築の構成部材だったはずです。触れることができ
る部材が集積した建築だからこそ、自然と融和すること
ができるのです。 
しかし、合理性や抽象性に絶対的価値を置くことで、
柱、壁、窓、屋根、床といった部材は建物単体の中に詰
め込まれ、建築は孤立し、空間すらも抽象化することで、
人の感覚と自然とが乖離されてしまっています。 
 
(４)人と自然を繋ぐもの 
柱、壁、窓、屋根、床という建築の部位は、多くの人
にとってなじみのある建築の構成要素です。 
窓と接することで光と風を身体で感じ、壁にもたれか
かることで安らぎを覚え、柱を中心に見えない領域を生
み出し、屋根の下に潜り込むことで雨風から身を守り、
素足になることで床の感触を確かめられるのです。 
人と自然を繋ぐ媒体として、無意識に建築部位と触れ
合っており、個人の感覚や社会の中で位置づけられてい
ます。 
空間は建築によって感じるのではなく、空間と人の活
動の間を取り持つ部材との接触によって感じることがで
きるのです。どちらに壁や窓があるかによって人の行為
は変化し、同じ大きさの空間であっても、壁を背にする
ことで、人の活動はずっと多様になります。 
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(５)分解すること 
本計画では、本来ならば人の感覚と自然とを結ぶこと
ができるはずであった建築の部材に着目し、建築を柱、
窓、壁、屋根、床にまで分解し、ひとつひとつを人にと
って居心地の良いように土地に定着させていきます。 
 
 
図１ 人と部材と自然 
 
(６)感覚によって移ろう空間 
部材自体の存在は限りなく弱く、人の感覚と接触する
ことでようやく空間を生み出すことができます。 
なので、人の感情や身体の状態によって空間の性質が
左右されやすく、同じ柱でも接触する人が変わるや、そ
の時の状況によって全く違う空間が生まれます。それは、
建物にはない包容力と可変性が備わっており、限りなく
人に近い建築となるのではないでしょうか。 
 
(７)建築の枠を超える 
部材ごとによって生まれた空間は、周囲にある部材か
ら生まれた空間たちと重なり紡がれることで、合理性や
抽象性を追求した建築にはない多様性と全体性を獲得で
きるのではないでしょうか。 
無意識に人と接触している部材は、私たちの空間を周
囲の生活や環境に根付かせます。 
それら部材ごとに生まれた空間が集まってできた全体
性は、建築の枠を超えて、もはや風景として定着し、以
前からその場にあったかのような風景として存在するは
ずです。 
 
(８)もうひとつの風景 
建築としての枠を超えて風景にまでなった全体性は、
人と自然を繋ぐことのできる存在となり、途方もない時
間をかけて、人と自然によってつくられた普遍的な風景
とは、少し違う風景となるのではないでしょうか。 
人の感覚と部材ひとつひとつの振る舞いによって生ま
れた空間が集まってできた風景＝もうひとつの風景とな
ります。 
この建築に触れ合うたびに、自然を感じ、自分の空間
を生み出すことで、人はもともと持っていた感覚を取り
戻せるはずです。 
２． 対象敷地 
敷地は京都府京都市左京区にある北白川幼稚園で、街
と自然の境目くらいの位置にあります。敷地から京都市
を一望することができ、四季折々の京都を感じることが
できます。 
当時新しく幼稚園を建てるほどの資金が集まらなかっ
たため、もともと住宅や集会場だった建物をコンバージ
ョンしてそれぞれ点在した棟でひとつの幼稚園として経
営してきていました。 
 
 
図２ 対象敷地周辺図 
 
幼稚園は全部で８棟あり、それぞれ用途によって分け
られています。各棟を縫うように大階段があり、園児た
ちは毎日この大階段から各棟へとアプローチしていきま
す。 
自然に囲まれてはいますが、建物自体が幼稚園として
作られたわけではなきので、ベランダや庭といったスペ
ースが少なく、自然と触れ合うとこが少ないように感じ
られます。 
今回新築する棟はもともとある園長室棟と遊戯棟の老
朽化が問題となってきていたので、２つの棟を取り壊し、
新しく計画するというものです。 
 
 
図３ 北白川幼稚園 
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３． 設計 
周辺の環境を丁寧に読み取りながら、部材それぞれに
空間を生み出すように設計します。 
 通常は１：１００や１：２００スケールといった模型
で、建物や部屋の状態を確認して設計します。しかし今
回は１：２０模型でスタディを進めます。 
限りなく身体に近いスケールの模型は空間を想像しな
がら設計するには最適だからと考えたからです。 
入口は４カ所設けられていて、園児たちは自然と建築
とを自由に行き来することができます。 
 
 
図４ １階平面図 
 
 
図５ ２階平面図 
 
 
図６ 屋根伏せ図 
 
１階は通り土間を挟んで園長エリアと遊戯エリアに分
かれています。園長室は各棟からも目視できるよう大階
段付近に設置しました。 
 遊戯エリアは、プレイルーム、ランチルーム、メディ
アルームといった、もともと北白川幼稚園になかった子
供たちが集まって何かをするための場として配置しまし
た。 
  
２階は北側から出入口と階段からのアクセスで行くこ
とができます。ここは１階と比べて少し落ち着いた空間
となっているので、メディアルームとして使うだけでな
く、預かり保育として活用することもできます。 
 
 
図７ 断面図 
 
 建築の構成要素である柱、窓、壁、屋根、床それぞれ
を独立されているかのようなディテールである必要があ
った。接する箇所最小限に抑えることで、緊張感が生ま
れつつも部材ごとに独立した存在となっています。 
 
 
図８ 断面詳細図１ 
 
 
図９ 断面詳細図２ 
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４． 写真 
 
図１０ 西側入り口 
 
 
図１１ 縁側 
 
 
図１２ 全体 
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